
第２学年 理科 学習指導案 
 

     奈良教育大学附属中学校 教諭 今西 昇平 
 

１．単元名 「エネルギー」       
          
２．単元の目標          
・電流とその利用についての観察、実験などを通して、電流に関する事物・現象を日常生活

や社会と関連づけながら、回路と電流・電圧、電流・電圧と電気抵抗、電気とそのエネル
ギーについて理解している。また、静電気と電流の関係や電子、放射線についても理解し
ている。さらに、電流がつくる磁界、磁界中の電流が受ける力、電磁誘導と発電について
理解し、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身につけている。                   （知識・技能） 

・電流とその利用について見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験などを行い、
その結果を分析して解釈し、電流と電圧、電流のはたらきの規則性や関係性、静電気や陰
極線、電流と磁界の規則性や関係性を見いだして表現しているなど、自身の考えをレポー
トで表現できている。                     （思考・判断・表現） 

・電流と磁界に関する事物・現象に進んで関わり、見通しをもったりふり返ったりするなど、
科学的に探究しようとしている。          （主体的に学習に取り組む態度）
           

３．単元について        
（１）教材観         

本単元では、電流の性質や電流の利用について、基礎的・基本的な現象に対する理解を得
るとともに電気の正体を明らかにし、電流に関する様々な現象について理解することがね
らいである。 

電気の学習では、数学的スキルを要する計算問題も含まれるため、内容が難しいという先
入観を持っている生徒も多く、学習内容に対して好き嫌いや得意・不得意の差がはっきりと
表れる傾向にある。そこで、できるだけ身近な現象を取り上げ、5 月に訪れた「大阪関西万
博」と関連させながら、「エネルギー」という大きい枠組みの中で、生徒自らが課題意識を
もって観察・実験に取り組めるように展開を工夫している。 
（２）生徒観         

奈良教育大学附属中学校の生徒の多くは奈良県・京都府在住で、小学校など日頃の学習の
中で、科学的な現象や仕組みに興味を強く持っており、数学的な知識が高い生徒も多い。「大
阪関西万博」では、各学級の班活動の中で非常に積極的に探究的な学びの姿勢を示し、大き
な関心を持って校外学習を計画・実行できた。 

また、本校に入学した当初より、SDGs に関する意識も高く、万博においての再生可能エ



ネルギーの視点での展示にも大いに興味を持っていた。ESD を行う上で、本単元をもとに
探究学習を進めることは、今後の地球環境や未来のエネルギーについて積極的に関わって
いく生徒を育成する上で大きな意義があると考える。    
（３）指導観         
 本単元は、3 章で構成されている。1 章では、電流の性質について直列回路・並列回路に
おける電流・電圧・抵抗の関係性について学び、計算問題を含む演習問題を数多くこなして
いくことになる。オームの法則や直列回路・並列回路における回路全体の抵抗値を求める公
式を導く内容については、難易度も高く、数学的なセンスが求められる。 
 2 章では、静電気と電子、陰極線や放射線についての基礎的な知識を学び、電気の正体に
ついて微視的な視点でも理解を深めていく。放電管についてのセクションでは、ネオン管が
様々な色を出す仕組みや LED 電球の発色の仕組みにもふれ、美術科とのコラボ授業で電飾
を用いたデザイン案の作成などにも取り組みたい。 
 3 章では、磁界の中で電流を流すことで力が発生することを学び、モーターやリニアモー
ターカーの仕組みに利用されていることを技術的・工業的な視点からも学ぶ。また、電磁誘
導について学ぶ中で、発電の仕組みを知るとともに、エネルギーは相互に変換されて存在し
ていることについても発展的に学習したい。 
 
（４）ＥＳＤとの関連         
・本学習で働かせるＥＳＤの視点（見方・考え方） 
〇 多様性 

理科の学習を通して、他の教科とのつながりを感じることで、各教科の学習が個別に学ぶ
ものではなく、横断的かつ総合的に学ぶことで新たな発見も見いだせることを知る。 

〇 公平性 
 未来のエネルギーという視点で今日の課題と向き合い、自分たちの世代だけでなく、次の

世代へと、より良い環境を継続していく意識を深める。 
 
・本学習を通して育てたいＥＳＤの資質・能力 
〇 批判的に考える力（クリティカル・シンキング） 
   常により良い改善方法がないかと疑問を持ち、課題を解決する手段を模索する。 
○ 未来像を予測して計画を立てる力 
   大阪関西万博を例に未来のエネルギーについて考える中で、具体的に計画性をもっ

て研究を進めることの重要性に気づく。 
〇 多面的・総合的に考える力（システムズ・シンキング） 

 理科という教科にとどまらず、他の教科と横断的に学ぶことができる経験を通して、
物事を多面的な視野で考える力を養う。 

 



・本学習を通して変容を促すＥＳＤの価値観 
〇 世代間の公正 
 今を生きる自分たちさえ良ければ良いという考え方では、地球の環境を守り・継続するこ

とは難しいことを実感し、限られた資源をいかに有効かつ効率的に活用することで持続
可能な社会を実現できるかを公正に考える。 

 
・達成が期待されるＳＤＧｓ 
  ７ エネルギーをみんなにそしてクリーンに 

９ 産業と技術革新の基盤をつくろう 
 １１ 住み続けられるまちづくりを       
          
４．単元の評価規準  

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に
取り組む態度 

① 電流に関する事物・現象を
日常生活や社会と関連づけなが
ら、回路と電流・電圧、電流・電
圧と電気抵抗、電気とそのエネ
ルギーについての基本的な概念
や原理・法則などを理解してい
るとともに、科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに
関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身につけている。 

① 電流に関する現象につい
て、見通しをもって解決する
方法を立案して観察、実験な
どを行い、その結果を分析し
て解釈し、電流と電圧、電流
のはたらきの規則性や関係性
を見いだして表現しているな
ど、科学的に探究している。 

① 電流に関する事
物・現象に進んで関わ
り、見通しをもったり
ふり返ったりするな
ど、科学的に探究しよ
うとしている。 

② 静電気に関する事物・現象
を日常生活や社会と関連づけな
がら、静電気と電流の関係や電
子、放射線についての基本的な
概念や原理・法則などを理解し
ているとともに、科学的に探究
するために必要な観察、実験な
どに関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身につけてい
る。 

② 静電気や電子に関する現
象について、見通しをもって
解決する方法を立案して観
察、実験などを行い、その結
果を分析して解釈し、静電気
や陰極線の規則性や関係性を
見いだして表現しているな
ど、科学的に探究している。 

② 電流に関する事
物・現象に進んで関わ
り、見通しをもったり
ふり返ったりするな
ど、科学的に探究しよ
うとしている。 



③ 電流と磁界に関する事物・
現象を日常生活や社会と関連づ
けながら、電流がつくる磁界、磁
界中の電流が受ける力、電磁誘
導と発電についての基本的な概
念や原理・法則などを理解して
いるとともに、科学的に探究す
るために必要な観察、実験など
に関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身につけてい
る。 

③ 電流と磁界に関する現象
について、見通しをもって解
決する方法を立案して観察、
実験などを行い、その結果を
分析して解釈し、電流と磁界
の規則性や関係性を見いだし
て表現しているなど、科学的
に探究している。 

③ 電流と磁界に関
する事物・現象に進ん
で関わり、見通しをも
ったりふり返ったり
するなど、科学的に探
究しようとしている。 

 
５．単元の指導計画（全 27 時間） 

  主な学習活動 学習への支援 評価 
備考 

1 「エネルギー」単元の導入 
・事前アンケート 
・大阪関西万博を振り返りながら、未
来のエネルギーについて探究学習を
行う。 

〇事前アンケートでは、理科の授
業における他の教科とのつながり
についての意識調査を行う。 

ウー① 
ウー② 
ウー③ 

2 スライドの共有 
・探究学習した内容を一枚のスライ
ドにまとめ、それを共有することで知
識を深める。 
・新たに知りたいことを考える。 

〇それぞれのスライドを共有する
中で知識欲を高め、次時より始ま
る単元についての興味・関心を高
めたい。 

イー① 
イー② 
イー③ 

3 
～ 
14 

1章 電流の性質 
・電気回路における電流、電圧、抵抗
の関係を知り、オームの法則や回路図
における相互の関係について知る。 
・演習問題を通して、数学的なスキル
の復習をし、計算によって抵抗値を求
めたり、全体の抵抗値をしるための公
式を導いたりする。 
・電力量や熱量の計算を通して、エネ
ルギーの概念について他の教科（家庭
科など）とのつながりを意識する。 

〇科学的な内容として、電気回路
の仕組みを理解する。 
〇回路における電流・電圧・抵抗
の関係やオームの法則の計算、回
路全体の抵抗を求める公式の導き
方など数学的な式の利用が多くな
るので、数学の基礎の復習を授業
内で行う。 

アー① 
イー① 
ウー① 



15 
～ 
19 

2章 電流の正体 
・静電気と電流の関係について学習
し、放電管やネオン管が光を出す仕組
みを理解する。 
・美術科とのコラボ授業で「電飾を用
いたデザイン案」を作成する。  

〇放電管、ネオン管の学習では美
術科と 2 時間続きの時間で授業を
設定し、ネオン管や LED 電球の色
の出し方を講義した後、電飾を用
いたデザイン案を考える美術科の
授業へとつなげる。 

アー② 
イー② 
ウー② 

20 
～ 
27 

3章 電流と磁界 
・磁界の中で電流を流すと力が発生
する仕組みについて学習し、手作りで
出来るリニアモーターカーをつくり、
その仕組みについて考察する。 
・事後アンケート 
  

○手作りリニアモーターカーを作
成する中で、うまくいかない経験
を通して、どのように工夫すれば
良いのか考察する過程で仕組みの
理解を深める。 
○事後アンケートでは、一連の授
業を終えたことで、他の教科との
つながりに対する意識の変容があ
ったのかを探りたい。 

アー③ 
イー③ 
ウー③ 

 
※ 美術科とのコラボ授業の内容は、アクリル絵の具でネオン色を再現してみるというグル

ープワークに変更されている。 
※ 授業時数確保が難しく、簡易リニアモーターカーについては、生徒自身に作成・考察を

する取り組みが行えず、演示実験で示すのみとなっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実践報告【成果と課題】 



 
○「エネルギー」単元の事前アンケートより 
 ※ １ そう思わない ２ あまりそう思わない ３ そう思う ４ とてもそう思う 

 

 

 

○ アンケートの分析 
アンケート前に予想していたより、理科を好きであると感じている生徒、他の教科と

のつながりを感じている生徒、そのつながりが理科の学びにプラスにはたらいていると
感じている生徒が多かった。 

また、他の教科とのつながりを感じている生徒の多くが、数学とのつながりを感じて
いることが分かる。つながりの認識がそれほど高くない教科は美術・英語・音楽・国語
が顕著な結果として表れている。 

 
○「エネルギー」単元の事後アンケートより 



 ※ １ そう思わない ２ あまりそう思わない ３ そう思う ４ とてもそう思う 

 

 

 

 

 
○ アンケートの分析 



事前アンケートとの比較により、事後アンケートにおいて他の教科とのつながりをプ
ラスに感じている生徒の数が大きくなっている点や他の教科とのつながりでは美術科
の数字が大きく上がっていることが分かる。これらは、特に美術科とのコラボ授業を実
施したことや授業の中で他の教科との関りについて意識的に発言する場面を増やした
ことが要因であると考えられる。 

 
○ 探究学習の進め方 

 
上記のスライドを用いて、各自に企画書の作成を指示した。 
提出された企画書を共有・発表する形でそれぞれが調べた内容やアイデアを知る。 
 

 
企画書作成のフォローとして、いくつかの企画案の例を上記のように示した。 
また、再生可能エネルギーについての補足説明を一定したうえで、活動に入っている。 
 
○ 生徒が作成したスライド例 



 

 

 
○ 成果と課題 
 1 時間で作成する企画書としては、かなりクォリティの高いものがたくさん出てきた。た
だし、再生可能エネルギーについて学習するタイミングが 3 年生になるため、まだ学習し
ていない内容の調べ学習に終始してしまう生徒が一定数いたことが今後の課題である。 
 また、今回の ESD の視点において育てたい資質・能力の批判的に考える力（クリティカ
ル・シンキング）や未来像を予測して計画を立てる力、多面的・総合的に考える力（システ
ムズ・シンキング）を身につけることに一定成功したように思う。一方で、世代間の公正に
ついては、さらに深く授業を展開する必要性を感じた。 



 

 

 

 

〇主に養いたい ESD の資質・能力 

・批判的に考える力（クリティカル・シンキング） 

 常により良い改善方法がないかと疑問を持ち、課題を解決

する手段を模索する。 

・未来像を予測して計画を立てる力 

 大阪関西万博を例に未来のエネルギーについて考える中

で、具体的に計画性をもって研究を進めることの重要性に気

づく。 

・多面的・総合的に考える力（システムズ・シンキング） 

 理科という教科に止まらず、他の教科と横断的に学ぶこと

ができる経験を通して、物事を多面的な視野で考える力を養

う。 

○主に育てたい ESD の価値観 

・世代間の公正 

 今を生きる自分たちさえ良ければ良いという考え方では、

地球の環境を守り・継続することは難しいことを実感し、限

られた資源をいかに有効かつ効率的に活用することで持続可

能な社会を実現できるかを公正に考える。 

数学科「計算を中心とした演習問題」 

 回路図における電流や電圧、抵抗の関

係、全体の抵抗値を求める方法やその公

式について、オームの法則や電力量・発

熱量などに関わる計算スキルを様々な演

習問題を通して身につける。 

美術科「電飾を用いたデザイン案」 

 ネオン管などの電飾が様々な色を示す

ことができる原理を学び、元素や物質と

の関連に興味をもち、多様な色を用いた

LED などを利用した電飾によるデザイン

案を作成する。 

技術科「銅線と電池、磁石を用いたリニ

アモーターカーモデルの作成」 

 磁界の中で電流を流すことにより発生

する力の仕組みについて理解し、工業的

にどのような仕組みを構築することでリ

ニアモーターカーを実用化するのかを知

る。 

理科「回路における電流・電圧・抵抗の

関係や電流と次回の関係性について」 

 単元全般を通して、科学的なものの見

方や考え方を身につけ、身のまわりに存

在する電気を利用した道具や仕組みにつ

いて興味・関心をもち、自ら社会に貢献

する方法を模索する意識を高める。 

  


